
 

 

 

 

 

現場とオフィスをつなぎ、技術者を支援するお仕事です。 

工事施工に関する煩雑な書類作成や ICT 業務を行い、現場とオフィスの中間役となります。 

 

 

  建設ディレクターの仕事内容 

1） 書類作成 

建設業で取り扱う書類には数多くの種類があり、現場監督は以下の書類を作成する必要があります。 

●工事に必要な書類作成や管理の補助 

●工事現場の写真管理、図面管理、施工管理 

●CAD、積算関係の仕事 

2） ICT 業務 

建設ディレクターが担う ICT 業務として、ドローンを活用した 3D測量が挙げられます。 

●測量補助、ドローンを使用した作業 

3）その他 

●ホームページの更新やSNS等の広報業務を行っていただきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   Word、Excel、PowerPoint など使えなくても 

入社してから覚えることができます。 

(一社)建設ディレクター協会主催の講習会(web 講習)に参加し、 

建設ディレクターになるための勉強をします。 

資格取得のための試験や講習会の費用は 

会社が全額負担します。 

建設ディレクターとは？ 



 

 

 

 

  建設ディレクター育成講座を受講し、 

試験に合格すると資格が授与されます。 

 

  技術者円滑に業務を進める下地づくりとして、講座では 

  技術者へのインタビューなどを提出課題とした建設概論、 

  工事データ作成に必要な基礎知識、工事施工管理者の基礎、 

  設計図書の見方や積算の基礎、建設 ICTなどを学びます。 

  講座はオンライン形式で専門家による講習を受講します。 

  全ての講座終了後に認定試験を受験し合格基準を満たした 

  受講生に資格を授与します。 

 

●建設ディレクターは「育成講座」を受講し、 

書類作成に必要な基礎知識や IT スキル、建設業における 

概念、専門用語、コミュニケーション等を学びます。 

●受講後は主に書類業務の連携を行い、 

現場技術者の負担軽減を目指します。 

●建設ディレクターが複数の現場を連携し、業務の改善・ 

標準化を図ることは生産性向上につながり、 

現場マネジメント改革の第一歩となります。 

 

 

 

 

 

現場で作業をしたい、重機に乗ってオペレータとして活躍したい！ 

様々な資格を取得して現場で活躍してみませんか？ 

試験や講習会の費用はもちろん会社で全額負担します。 

社会保険、厚生年金、雇用保険、建設業退職金制度にも加入します。 

健康診断やインフルエンザ予防接種も会社全額負担で受けられます。 

交通費や皆勤手当て、家族手当や住居手当もあります。 

建設ディレクターになるまでの流れ 

作業員や重機オペレータも募集中 


